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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

最近の業績の動向を踏まえ、平成17年８月11日および同年11月11日に公表した平成18年６月期（平成
17年７月１日～平成18年６月30日）の業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 
 
 

記 
 

１ 平成18年６月期中間期業績予想数値の修正（平成17年７月１日～平成17年12月31日） 

 

（１）連  結 

 （単位：百万円、％）

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 2,590 795 450 

今回修正予想（Ｂ） 2,498 830 470 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △92 35 20 

増 減 率 （ ％ ） △3.6 4.4 4.4 

（ご参考） 
前期実績（平成17年６月期中間期） 

－ － － 

 

 

（２）単  体 

  （単位：百万円、％）

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 2,380 785 460 

今回修正予想（Ｂ） 2,177 810 480 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △203 25 20 

増 減 率 （ ％ ） △8.5 3.2 4.3 

（ご参考） 
前期実績（平成17年６月期中間期） 

1,656 557 332 

 

 

 



 

２ 平成18年６月期通期業績予想数値の修正（平成17年７月１日～平成18年６月30日） 

 

（１）連  結 

 （単位：百万円、％）

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 5,800 1,750 980 

今回修正予想（Ｂ） 5,300 1,750 980 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △500 0 0 

増 減 率 （ ％ ） △8.6 0 0 

（ご参考） 
前期実績（平成17年６月期） 

－ － － 

 

 

（２）単  体 

  （単位：百万円、％）

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 5,200 1,700 1,000 

今回修正予想（Ｂ） 4,700 1,700 1,000 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △500 0 0 

増 減 率 （ ％ ） △9.6 0 0 

（ご参考） 
前期実績（平成17年６月期） 

3,613 1,259 749 

 

 

３ 修正の理由 

当中間期において、当社は新規顧客の開拓および既存顧客の取引拡大に注力することで、売上高

および市場シェアの拡大をはかってまいりました。しかしながら、競合他社も営業力、サービス力

を強化してきており、競合状況は激化してきております。当社の強みである自動インターネットリ

サーチシステム（A･I･R･S）も、開発から時間が経つにつれ機能的な競合優位性は低下しており、自

動調査サービスの売上高の成長は鈍化しております。その結果、連結中間期売上高が2,498百万円、

単体中間期売上高が2,177百万円と当初予想を下回る見通しです。当社では、引き続き営業力を強化

するとともに、早期に次世代の自動インターネットリサーチシステムをリリースすることで、シス

テム機能の競合優位性を回復し、自動調査サービスの売上高拡大をはかってゆく所存です。 

経常利益につきましては、連結中間期経常利益が830百万円、単体中間期経常利益が810百万円と、

当初の予想を若干上回る見通しです。これは、継続的な業務効率の改善と、計画を下回ったとはい

え売上高が伸張したことによる増収効果により、売上高経常利益率が向上した結果であります。 

通期の業績予想につきましては、当中間期の傾向を鑑みて、連結売上高を5,300百万円、単体売上

高を4,700百万円に修正いたしますが、経常利益および当期純利益については当初予想からの変更は

ありません。 

 

 

（注）上記の予想は本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき当社において判断したものであ

ります。予想には様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる可

能性があります。 

 

以 上 


